
及 び に 関 す る新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 防 止 熱 中 症 予 防

『 学 校 の 新 し い 生 活 様 式 』
１ （「学校の新しい生活様式（文部科学省より）」に基づく）具体的な場面毎の感染症予防対策について

( 1 ) マ ス ク の 着 用 に つ い て
・ 基 本 的 に は 常 時 マ ス ク を 着 用 す る こ と が 望 ま し い 。

た だ し ， 気 候 の 状 況 等 に よ り ， 熱 中 症 な ど の 健 康 被 害 が 発 生 す る

可 能 性 が 高 い と 判 断 し た 場 合 は ， マ ス ク を 外 す 。

そ の 際 は ， 換 気 や ソ ー シ ャ ル デ ィ ス タ ン ス を 十 分 に 保 つ 。

( 2 ) 体 育 の 授 業 や 部 活 動 に お い て
・ マ ス ク の 着 用 は 必 要 な い が ， 換 気 や ソ ー シ ャ ル デ ィ ス タ ン ス

を 十 分 に 保 つ 。

・ 気 温 が 高 い 日 な ど は ， 熱 中 症 に 注 意 す る こ と 。 体 育 館 な ど で 実 施 す る 必 要 が

あ る 場 合 は ， こ ま め な 換 気 や 消 毒 液 の 使 用 を 徹 底 す る 。

・ 体 育 の 授 業 前 に マ ス ク を 外 し て か ら 授 業 後 に マ ス ク を 着 用 す る ま で の 間 ， 生

徒 間 の 距 離 を ２ ｍ 以 上 確 保 す る と と も に ， ラ ン ニ ン グ な ど で 同 じ 方 向 に 動 く 場

合 は さ ら に 長 い 距 離 を 確 保 す る 。

・ マ ス ク の 着 用 を 希 望 す る 場 合 は ， 呼 気 が 激 し く な る よ う な 運 動 を 行 う こ と を 控 え る 。

２ （環境省・厚生労働省の「令和２年度熱中症予防行動」に基づく）熱中症予防行動について
・ 屋 外 で は ２ ｍ 以 上 確 保 し ， マ ス ク を は ず す 。

・ マ ス ク を 着 用 し て い る と き は ， 負 荷 の か か る 作 業 や 運 動 を 避 け ， 周 囲 の

人 と の 距 離 を 十 分 に と っ た 上 で ， 適 宜 マ ス ク を は ず し て 休 憩 を と る 。

・ の ど が 渇 く 前 に 水 分 補 給 す る 。

・ １ 日 当 た り １ . ２ リ ッ ト ル を 目 安 に 水 分 を と る 。




